〇開園後のプログラム実施計画について（案）協議―１


■前回　審議会での主な意見
・パークセンターに常駐する職員は、日常の維持管理に加えて、パーククラブとのプログラム開発～実施、各種営業など多様な業務がある。
・プログラムは、最初からたくさん実施する必要はなく、徐々に育てていくという考え方でよい。
⇒この公園は、「小さく始めて大きく育てる」という精神で。
・パーククラブは公園管理のパートナーであるがボランティアで協力いただいているので、基本は、１０日／月の活動日の中で連携方法を検討する。
・パーククラブ活動日以外についても、来園者に対し、職員がどのようなサービスを実施できるのか検討が必要。

■プログラム展開（案）


休日（土日祝）
・体験型プログラムを実施する。
・ホームページ、園内案内板などで広報し、予約受付を基本とする。
・パーククラブ活動日と重なる場合は、パーククラブによる体験型プログラムを実施。
・活動日外は、大阪府または他団体連携による体験型プログラムを実施。

平日
・遠足や校外学習など事前申し込み団体利用のプログラムを実施する。
・パーククラブ活動日と重なり、調整可能な場合は、パーククラブによる体験型プログラムを実施。
・その他の日は、大阪府による園内ガイドを実施。（他団体連携による体験型プログラムの場合もあり）

プログラムの組み立て
・単に作業のお手伝いでなく、活動の趣旨や公園整備との関わりなどを説明して行う。
・体験メニューに加えて、泉佐野丘陵緑地の特徴やパーククラブ活動のPRなども交えた構成とする。

プログラムの拡充
・当面は週1回以上のサービスを確保
・他団体連携プログラムを継続的なものにして、プログラム実施日の拡充を図る




プログラム展開のイメージ

凡例
■：パーククラブ活動日
★：プログラム実施（パーククラブがホスト）
☆：　　〃　　　　（大阪府がホスト→他団体連携プログラムも含む）


大阪府（他団体連携）のプログラムを実施



大阪府による園内ガイド
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遠足や校外学習など団体利用に
対するプログラムを実施（予約制）





大阪府（他団体連携）のプログラムを実施




パーククラブによるプログラムを実施
（10日／月のうち３～４日程度）
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